企業研究者活用型基礎研究推進事業

支援課題申請書

（様式１）

支援課題の概要

	支援課題の名称
	

	支援課題の概要（３００字以内）

提案される課題の内容全体が分かるように３００字以内でまとめてください。
　様式２の「研究実績」、「目標と研究構想」、「研究の将来性」等の内容を踏まえて記述してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



	研究費（ＪＳＴ支出分）：　　　　千円、　研究期間：　　　　ヶ月


　

（注）本頁はＡ４判１枚で作成してください。

 （様式２） 　　　　　　                                                      （事務局記入欄）

	受付番号
	

	受 付 日
	年　　月  　日


企業研究者活用型基礎研究推進事業　支援課題申請書


作成年月日　平成２１年　　月　　日
	支　援　課 題 の 技 術 分 野　

	主
	○○○
	
	副
	○○○
	

	研究キーワード
	

	研究分野
	



	申請企業
申請企業


	企業研究者　氏名
	(印)
	フリガナ
	
	男性・女性

	
	所属機関／部署／職名
	

	
	住所
	〒

	
	TEL
	999-999-9999
	FAX
	999-999-9999
	E-mail
	

	
	e-Rad番号
	所属機関番号：
研究者番号：

	
	資本金　　　　　　百万円
	従業員数　　　　　　　　　名

	
	代表者
氏名
	　　　　　　　　　　(印)
	フリガナ
	

	
	TEL
	
	FAX
	

	申請大学等
	責任者

氏名
	(印)
	フリガナ
	

	
	所属機関／部署／職名
	

	
	住所
	〒

	
	TEL
	999-999-9999
	FAX
	999-999-9999
	E-mail
	

	
	実施状況報告書の提出日
	研究機関番号：　　　　　　　　　　　　　　　提出日：

	
	e-Rad番号
	所属機関番号：


· 　「企業研究者」が申請書提出時に未定の場合、代理で申請する企業の方を記載してください。

· 　該当部門がない場合は、所属学部・研究科の部局長として下さい。

本申請の際の情報源　

	今回の申請に関し、どのような手段で本公募の情報を入手されたかについて該当する項目の□内にレ点を記入してください。今後の事業運営の参考とさせていただきます。

以下の中からお選びください（複数選択可）。

	□　ＪＳＴのホームページ

□　ダイレクトメール

□　ＪＳＴのＨＰにリンクするメール広告

□　公募説明会

□　インターネットのバナー広告

□　ＪＳＴのパンフレット（パンフレット名：　　　　　　　　　　　　　　）

□　技術フェアやシンポジウム等のブースから

□　所属機関からの回覧等

□　知人等からの紹介

□　新聞、雑誌の記事（雑誌名：　　　　　　　　　　　　　　）

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ご協力ありがとうございました。


（様式３）

支援課題の内容

1． 研究実績

①企業研究者の研究実績　

（注１）企業研究者の研究実績について、所属企業の研究方針や特徴を踏まえて記載してください。背景、現状の問題点について定量的な実験データ、他大学、他企業等の研究動向との比較も含め言及してください。必要に応じて、図表を用いてください。申請時点で企業研究者が決まっていない場合には、想定される研究者を記載してください。

（注２）もし研究に関連する特許（発明の名称、出願番号、出願日）や論文（タイトル、投稿論文誌、共著）があれば、記載してください。

　
２．大学等での推進体制

（注１）企業研究者が大学等で研究するために、大学等の環境や体制（大学等の大型設備の使用や関連する大学等研究者のこれまで得られた研究成果等）をどのように活用するか必要性を記載してください。必要に応じて、図表を用いてください。

３．研究の将来性

①終了後の研究継続
（注１）本研究を経て、企業や大学等が研究を継続する可能性や期待される構想など目指すところを記載してください。
②想定する用途、利用分野、市場

（注）本技術がどのような用途、利用分野、市場にインパクトを与えると想定されるかについて言及してください。

　
４．目標と研究構想

　本目的に向けて、最長１年間の支援期間で達成しようとする目標及び目標達成のためのポイントについて記載してください。

①目標：

ポイント：

②目標：

　　　　ポイント:

　　　

　　　

５．研究内容

「目標と研究構想」の実現のために実施する研究内容を記載してください。必要に応じ、図表を使用してください。

　①（研究項目）○○○○○○（４－①関連）（実施場所：○○大学）
　具体的な研究内容を記載してください。
②（研究項目）○○○○○○（４－○関連）（実施場所：○○）
具体的な研究内容を記載してください。
・
・
・
・

○　○○に関する製品要求事項の調査（４－○関連）（実施場所：○○）
具体的な調査内容を記載してください。

・
・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施場所（○○大学○○研究科○○研究室）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施場所（○○大学○○研究科○○研究室）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施場所（□□□）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６．スケジュール

５．項の研究項目毎にスケジュールを記載して下さい（下記参照ください）。

【研究項目毎の実施スケジュール】

最長１年間の研究期間で達成すべき目標、及びそのための機関別の目標を記載してください。
	実施機関
	研究項目

（「５．研究内容」における研究項目を簡潔に記載してください）
	目標

（「４．目標と研究構想」における定量的な目標を簡潔に記載してください）
	最長１２ヶ月

	
	
	
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12

	
	
	（研究の達成目標）

現状：＊＊＊＊＊＊＊＊

目標：現状比○○以上


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	大学等


	５－①

・（項目）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	５－②

・（項目）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	５－③

・（項目）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	５－④
・（項目）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	５－⑤
・（項目）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	５－⑥
・（項目）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



６．支援費用

①ＪＳＴ負担分

概算支援費用（ＪＳＴ支出分）を年度毎に記載して下さい。設備、消耗品、人件費等の内訳を記載して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	項目
	総予算額
	機関毎の内訳注１

	
	
	21年度
	22年度

	
	
	金額
	主な内訳
	金額
	主な内訳

	物品費
	設備備品費
	千円
	千円
	・○○計測器

	千円
	

	
	消耗品費
	千円
	千円
	・○○に関する試薬

	千円
	・○○に関する試薬


	旅費
	千円
	千円
	
	千円
	

	人件費注２
	千円
	千円
	
	千円
	

	その他
	千円
	千円
	
	千円
	

	小計
	直接経費注３
	千円
	千円
	
	千円
	

	
	間接経費注３
	千円
	千円
	
	千円
	

	合　　　計
	千円
	千円
	
	千円
	


（注１）年度毎に記載してください。

（注２）企業研究者の給与を大学等で支払う場合や、大学等で雇用するポスドク、研究補助員の従事率に応じた人件費等。

（注３）大学等は原則として直接経費（物品費、旅費、人件費、その他の合計）の最大30％を間接経費としてください。

②企業負担分

企業が本研究で自己負担することを想定している費用について、費目と概算金額を記載してください。

※　企業研究者の人件費：○○○千円　（必須）
　　○○計測器：○○○千円

　　・

　　・

　　・

７．参加者リスト等

（１）参加者リスト

	氏名
	申請時の所属、役職
	研究・開発等の略歴
	エフォート

（％）

※全員記入

	企業

	企業研究者

○○○○
	○○(株)　

開発部課長
	
	100

	＜企業責任者の略歴＞←企業研究者の略歴をご記入下さい
○○大学大学院○○研究科○○研究室　博士課程修了　○○に関する研究（1980）
○○株式会社入社　○○研究所配属（1980）

○○技術の開発（1980-1995）、

○○方式による○○の企画・開発（1995-2000）、

○○の製品化開発の指揮（2000-2005）、

○○事業の○○への展開の指揮（2006-現在）

※　申請時点で企業研究者が未定の場合には、想定している候補の研究者（複数名も可）の略歴を記載してください。


	○○○○
	○○(株)　開発部部長
	○○技術の研究開発

○○の製品化開発
	

	○○○○
	○○(株)　開発部研究員
	○○の開発
	

	大学等

	大学等責任者

○○○○
	○○大学大学院

工学研究科　研究科長
	企業研究者の任命、研究環境の整備等の役割
	

	研究者

○○○○
	○○大学大学院

工学研究科　教授
	
	

	＜参画する研究者の略歴＞←実際に受入先の大学等の研究者の略歴をご記入下さい
○○の研究（1980-1995）、○○の研究（1995-2005）、○○の研究（2005-現在）



	○○○○
	○○大学大学院

工学研究科　准教授
	○○の研究

○○の研究
	

	○○○○
	○○大学大学院

工学研究科　ポスドク
	○○の研究
	



（２）各参加者が担当する実施内容

「５．研究内容」の研究項目毎に記載してください。

	研究

項目※
	氏名
	実施機関
	研究項目毎の担当内容

	５－①
	(本項目の責任者)

○○○○
	
	

	
	○○○○
	
	

	
	
	
	

	５－②
	(本項目の責任者)

○○○○
	
	

	
	○○○○
	
	

	
	
	
	


※　研究項目名

研究項目５－①：「（研究項目名）○○○○」

研究項目５－②：「（研究項目名）○○○○」
（３）企業研究者の待遇等
　企業研究者が企業、大学等でどのような待遇で研究を実施するかご記入下さい。
①大学等での待遇

　特任教授、特任准教授、特任助教、特任研究員、客員教授、客員准教授、客員助教、客員研究員、共同研究員、受託研究員、付置研究所（センター）研究員など想定する待遇をご記入下さい。

②企業での対応
　駐在に関する労務規定により実施、留学に関する労務規定により実施、実施場所を大学等に設定する規定により実施、出向に関する労務規定により実施、企業研究者と企業の雇用契約への覚書追加により実施など、どのような待遇によって大学等で研究を実施するかご記入下さい。

　　※　企業研究者の大学等への転籍は不可。

③企業と大学等と二者間の取り決め

共同研究員や受託研究員、出向など人事に関する契約、共同研究契約、受託研究契約、包括提携など記載してください。

（様式４）

他の事業・制度への申請、実施等
（１）ＪＳＴ内で行っている事業への申込の有無
□有り、　□無し
申請者（企業・大学等の研究者）及び研究参加者が、現在、ＪＳＴから受けている助成金等（現在申込み中のものを含む）、過去に受けた助成金等（３年以内）がある場合は、本提案と重複した内容かどうかにかかわらず、「有り」にチェックし、その事業名、課題名、実施期間、予算規模、申請代表者名、今回の申請に関連する参加者名、今回の申請課題との関連を正確に記入してください。

　
記入例）

事業名：*****事業 
課題名：○○○に関する研究

実施期間：平成１８年度～平成２１年度

予算規模：○○千円

申請代表者名：○○　○○

今回の申請に関連する参加者名：○○　○○（H21年度の分担額：○○千円）

今回の申請課題との関連：

　　

（２）ＪＳＴ以外の他制度への申込の有無 
· 有り、　□無し

申請者（企業・大学等の研究者）及び研究参加者が、現在、他制度（官公庁、独立行政法人、公益法人等）から受けている助成金等（現在申込み中のものを含む）、過去に受けた助成金等（３年以内）がある場合、その制度の実施機関名、制度（事業）名、課題名、実施期間（予定含む）、予算規模、申請代表者名、今回の申請に関連する参加者名、今回の申請課題との関連を正確に記入してください。
記入例）

実施機関名：○○機構

制度（事業）名：*****事業

課題名：△△△の開発

実施期間：平成１６年度～平成２０年度
予算規模：○○千円

申請代表者名：○○　○○

今回の申請に関連する参加者名：○○　○○（H21年度の分担額　終了のため該当なし）

今回の申請課題との関連：

（様式５）

　　　　　　　　　　　　　　倫　理　面　へ　の　配　慮

○本様式は、組換えＤＮＡ実験、遺伝子治療臨床研究、特定胚を取り扱う研究、ヒトＥＳ細胞の研究、ヒトゲノム・遺伝子解析研究、疫学研究、臨床研究に該当する研究を計画している場合、法令・指針等に基づく適切な措置が講じられているか、倫理面・安全面において問題はないか等について判断するためのものです。以下の事項について記入してください。

①申請する課題の内容が、上記の研究に該当するとの疑義を受ける恐れがある場合、又これらに関連する研究が計画されている場合は、各指針等との関係、倫理面・安全の確保面において講じるべき措置と対応状況、特に問題がないと判断した場合には、その理由等について具体的に記入してください。
②動物その他を用いる計画がされている場合は、各指針等に基づく国の確認等の適合状況、動物等を科学上の利用に供する場合の配慮状況、特に問題がないと判断した場合には、その理由等について具体的に記入してください。
該当がない場合も、その旨を記入してください。
（様式６）
特殊用語等の説明

	用語
	説明

	
	· 本申請書類で使用している業界用語、専門用語及び略語等の特殊用語のうち、研究を総合的に把握するうえで必要と思われるものについて、簡単な解説をわかりやすく記入してください。



	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


	

	番号
	重点研究分野
	研究区分
	番号
	重点研究分野
	研究区分

	101
	ライフサイエンス
	ゲノム
	501
	エネルギー
	化石燃料・加工燃料

	102
	ライフサイエンス
	医学・医療
	502
	エネルギー
	原子力エネルギー

	103
	ライフサイエンス
	食料科学・技術
	503
	エネルギー
	自然エネルギー

	104
	ライフサイエンス
	脳科学
	504
	エネルギー
	省エネルギー・エネルギー利用技術

	105
	ライフサイエンス
	バイオインフォマティクス
	505
	エネルギー
	環境に対する負荷の軽減

	106
	ライフサイエンス
	環境・生態
	506
	エネルギー
	国際社会への協力と貢献

	107
	ライフサイエンス
	物質生産
	589
	エネルギー
	共通基礎研究

	189
	ライフサイエンス
	共通基礎研究
	599
	エネルギー
	その他

	199
	ライフサイエンス
	その他
	601
	製造技術
	高精度技術

	201
	情報通信
	高速ネットワーク
	602
	製造技術
	精密部品加工

	202
	情報通信
	セキュリティ
	603
	製造技術
	高付加価値極限技術(マイクロマシン等）

	203
	情報通信
	サービス・アプリケーション
	604
	製造技術
	環境負荷最小化

	204
	情報通信
	家電ネットワーク
	605
	製造技術
	品質管理・製造現場安全確保

	205
	情報通信
	高速コンピューティング
	606
	製造技術
	先進的ものづくり

	206
	情報通信
	シミュレーション
	607
	製造技術
	医療・福祉機器

	207
	情報通信
	大容量・高速記憶装置
	608
	製造技術
	アセンブリープロセス

	208
	情報通信
	入出力 *1
	609
	製造技術
	システム

	209
	情報通信
	認識・意味理解
	689
	製造技術
	共通基礎研究

	210
	情報通信
	センサ
	699
	製造技術
	その他

	211
	情報通信
	ヒューマンインターフェイス評価
	701
	社会基盤
	異常自然現象発生メカニズムの研究と予測技術

	212
	情報通信
	ソフトウエア
	702
	社会基盤
	災害被害最小化応用技術研究

	213
	情報通信
	デバイス
	703
	社会基盤
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